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	背景
	Myc/Max/Madネットワークは、遺伝子特異的な転写活性化または抑制を制御するために相互作用する転写因子群から構成されています。この遺伝子は、Myc/Max/Madネットワークのタンパク質メンバーをコードしています。このタンパク質は、塩基性ヘリックス・ループ・ヘリックス・ジッパードメイン（bHLHzip）を有し、Maxタンパク質とヘテロ二量体を形成した後、Eボックスとして知られる標準的なDNA配列CANNTGに結合します。このタンパク質は、転写抑制因子であり、Myc依存性転写活性化および細胞増殖の拮抗因子であると考えられます。このタンパク質は、N末端のSin3相互作用ドメインでDNA結合タンパク質に結合して転写を抑制します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：MAXとヘテロ二量体としてDNAに結合し、転写を抑制します。標準的なEボックス配列5'-CACGTG-3'に結合し、より高い親和性で5'-CACGCG-3'にも結合する。,類似性：1つの基本ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。MAXとホモ二量体またはヘテロ二量体としてDNAに結合する。,
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	MNT ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	MNT ポリクローナル抗体を使用した A549 細胞のウエスタン ブロット分析。

